























































すし，１８世紀の啓蒙思想家モンテスキュー Charles-Louis de Montesquieu (1689-
1755) の『法の精神』De l’Esprit des lois. 1748. や，ボルテール Voltaire (François-
Marie Arouet: 1694-1778) の『諸国民の風俗と精神について』Essai sur les Moeurs
et l’esprit de nations. 1756，あるいはまた，エドワード・ギボン (1737-1794) に
よる『ローマ帝国衰亡史』The History of the Decline and Fall of the Roman






えました。フィヒテ Johann Gottlieb Fichte (1762-1814) の講演『ドイツ国民に告
ぐ』Rede an die deutche Nation（１８０７年），アダム・ミュラー Adam Heinrich von
Müller (1779-1829) による「ドイツ的学問と文学についての講演」Vorlesungen
über die deutsche Wissenschaft und Literatur は「ドイツ人」意識の高揚をよび覚
まし，プロイセン王国を中心とするドイツ帝国の成立（１８７１年）に結実しまし







































































































税，また賦役に当たるムネラ／ライトゥルギア munera, leitourgia が，４世紀の
経過のなかで整備，強制されていきました。中央政府は，実のところ５世紀に
なるまでなお地方の属州長官，軍司令官らをよく統制しきれなかったことが知





















































ここで「世界暦」Anno Mundi とは，天地創造からの「世界」Mundus の創
世紀年のことです。われわれが「西暦」と称している，イエス生誕（受肉）か































































金１(logarike) litra = 72 solidi/ nomisma = 12 oungiai = 1,728 keratia
= 6,912 sitokokka = 1/100 kentenarion
(b) 面積単位の設定





1 kerateion = 0.189g, 1 solidus = 1 nomisuma 4.536g, 1 litra 326.582g




































































































































































































































・現 金 給 与 １２ノミスマタ（約５４，４３２g＝約２７２，０００円）
・小 麦 ４８モディオイ（×１４＝６７２リットル）
（毎日１．８４リットル）


















































年。Henri Pirenne, Mahommed et Charlemagne. Paris et Bruxelles, 1937. nouvelle ed., Paris,
1970.
P・ブラウン『古代末期の世界』慶應義塾大学出版会，足立広明訳，２００６年
――――『古代末期の世界―ローマ帝国はなぜキリスト教化したか？』刀水書房，宮島直機
訳，２００６年
――――『古代から中世へ』山川出版社，後藤篤子訳，２００６年
ベルナール・フリューザン（大月康弘訳）『ビザンツ文明―キリスト教ローマ帝国の伝統と変
容』白水社，文庫クセジュ，２００９年
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